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対
話
が
結
ぶ
「
行
政
と
議
会
」

～
共
に
描
く
、
市
民
本
位
の
市
政
～

議
会
新
体
制

議
会
新
体
制  

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

　

こ
の
た
び
副
議
長
の
大
任
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
須
原
弥
生

で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
力
で
働
き
職
責
を
全
う
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
の
声
を

市
政
に
届
け
、
議
員
間
で
活
発

な
議
論
を
行
い
、
必
要
な
施
策

を
前
に
前
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ま
か

ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
丹
波
市
議
会
へ

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一

　

丹
波
市
議
会
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
谷
水
雄
一
で
す
。

こ
の
た
び
の
選
挙
で
、
議
員
定

数
を
18
名
に
改
め
、
新
た
な
体

制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

約
半
数
が
新
人
議
員
と
な
り
、

多
様
な
視
点
と
経
験
を
持
つ
仲

間
と
共
に
、
市
政
の
新
た
な
可

能
性
を
探
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
市
と
議
会
の
建

設
的
な
対
話
を
通
じ
て
、
市
民

本
位
の
市
政
実
現
に
取
り
組
み

ま
す
。
市
長
と
の
健
全
な
緊
張

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
質
の
高議長須

す は ら
原　弥

や よ い
生副議長

い
政
策
提
案
と
活
発
な
議
論
を

展
開
し
、
市
の
発
展
に
寄
与
す

る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。
本
会

議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や

議
会
だ
よ
り
の
充
実
に
よ
り
、

透
明
性
の
高
い
市
政
運
営
に
尽

力
し
ま
す
。
同
時
に
、
議
員
間

の
自
由
闊
達
な
意
見
交
換
を
促

進
し
、
政
策
立
案
能
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

経
験
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、

互
い
の
知
恵
を
尊
重
し
、
丹
波

市
の
未
来
を
共
に
考
え
る
議
会

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
市

丹波市議会　第６期議員　18 人　  〔 任期 〕令和６年 12 月５日～令和 10 年 12 月４日

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
み
、

成
長
す
る
議
会
を
実
現
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
指
導

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
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知
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せ

ってどんな人？ってどんな人？市
議会議員

市
議会議員

〔 掲載内容 〕議員氏名・年齢（令和６年 12 月５日現在）・会派・当選回数・住所　※ 議席順

　　　　　　 ① 趣味・得意なこと　② 子どもの頃の夢　③ 市議会議員としての抱負

① 料理、 家族旅行

② 体育教師

③ 一人の心の声を、

必ずカタチにしてまい

ります！

十
と く ら

倉　　浩
ひろし

（54）
公 明 党  ①

① 読書、 ドキュメン

タリー番組の視聴

② 学校の図書室の先生

③ どこまでも市民の

皆さまの代弁者とな

る議員でありたい

須
す は ら

原　弥
や よ い

生（62）
公 明 党  ③

① スポーツ ・ 音楽 ・

子どもと楽しく遊ぶ

② 大工さん ・ 教師

③ 皆さまと共に暮ら

しの安全安心を

太
お お た

田　一
いっせい

誠（63）
無 会 派  ④ 

① エレキギター、 サッ

カー、 ゲーム

② レスキュー隊

③ 子ども達のさまざ

まな選択肢を行政と

ともに充実させる

大
おおがき

垣　利
としあき

明（52）
丹・まごころ  ①

① 畑作業

② 無人島で暮らすこと

③ ワクワク暮らせる

丹波市を目指し、 で

きることから

高
たかはし

橋　まみ（49）
丹・まごころ  ①

① 米、 野菜作り、 農

作業

② 料理人

③ 現場、 現実を大切

にします

前
ま え だ

田　安
や す き

城（48）

① ツーリング

② 駄菓子屋さん

③ 未来へつなぐ

「ペイ ・ フォワード」 な

まちづくりへ

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策（57）
無所属の会  ③

① スポーツ、 人の名

前を記憶すること

② スポーツ選手

③ 信頼される議員

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行（73）
無所属の会  ⑥

① 読書、 自然に親し

むこと

② 技術者

③ みんなが暮らしや

すい世の中になるよ

う頑張りたい

細
ほ そ み

見　昭
あきふみ

文（76）

氷上町小谷

① 映画鑑賞、 小旅行

② 新聞記者

③ 平和とくらしを守

り、 住民要求の実現

に頑張ります

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏（77）
日本共産党議員団  ⑥

① ひなびた温泉めぐり

② 技術者

③ 誰もが安心して暮

らせる丹波市実現を

目指します

酒
さ か い

井　浩
こ う じ

二（68）
丹 新 会  ②

① 旅行、 アウトドア、

車、 ＤＩＹ

② 動物園の飼育員

③ 子や孫の世代が住

み続けたいと思える

市をめざします

吉
よしづみ

積　　毅
つよし

（61）
丹 新 会  ③

① 剣道２段、 居合道

７段

② 警察官、 消防士

③ 丹波市全体のにぎ

わいの創出づくり

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正（64）
丹 新 会  ②

① 料理、 食べること

② 保育士、 幼稚園の

先生

③ 行動、 まずは行動。

生の声を聞く

大
おおしま

嶋　恵
け い こ

子（69）
丹新会  ②

① 野球観戦、 ＬＩＶＥ

鑑賞、 料理

② プロ野球選手

③ 皆さんの声を聞く

ため、 ４年間走り続け

ます

家
い え だ

田　優
ゆ う き

樹（27）
丹 新 会  ①

① 茶道、 華道、 いき

いき百歳体操

② 看護師

③ 女性の視線を大切

にし、 市民の声を市

政に活かします

広
ひ ろ た

田  まゆみ（69）
丹 新 会  ③

① 家庭菜園、 バイク、

絵画鑑賞、 仏像めぐり

② 天文学者

③ 市民が活き活きと

生活し、 楽しむ事が

できるまちづくり

東
ひがしさか

坂　範
の り お

雄（64）
丹 新 会  ①

① 旅行、 食べること

② 宇宙飛行士

③ 市政発展のための

「対話と協働」 に基づ

いた建設的議論

谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一（47）
無 会 派  ③

市島町中竹田青垣町小倉氷上町常楽市島町下竹田

氷上町石生青垣町西芦田市島町南 春日町野上野
丹・まごころ  ①

氷上町成松氷上町石生春日町東中
日本共産党議員団  ①

山南町長野柏原町柏原春日町黒井柏原町柏原

氷上町賀茂山南町梶

　議員定数が２人減の 18 人になってはじめてとなる第６期の

丹波市議会議員はどんな人たちなのかご紹介します。

60歳

議会豆知識

平均年齢
（最年少 27歳、最年長 77歳）

１期目の議員

/18人

７人

会派の数 ５会派
（日本共産党議員団、公明党、無所属の会、丹・まごころ、丹新会）
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議会って
いるの？

丹波市
何をして

１月 ２月

７月

４月

３月
定例会

５月10月

11月

８月

６月
定例会

９月
定例会

12月
定例会

たんばりんぐ発行

たんばりんぐ

発行

お金の使い方を決める

３月定例会は、次年度に取り組む事業や予算

について話し合い、決める場です。次年度の

施政方針や教育方針が示されるほか、行政が

提案する予算に対し、議員が市民目線で議論

します。また、３月のみ会派代表者質問があ

ります。

意見交換会の開催

市民の皆さんと議員が直接対話

できる場です。地域の困りごとや

アイデアを共有し、政策に反映

できるよう提言していきます。

ぜひお越しください！

前年度のお金の使い方を

チェック

９月定例会は、前年度の予算の使い

方を詳しく審査する「決算議会」です。

次年度予算に反映されるよう市に提

言します。

ミライプロジェクト
の開催

主権者教育の取組として、市内

の高校生、福知山公立大学の学

生と議員がともに丹波市の未来

について語り合います。高校生

は班ごとに提案をまとめ、本会

議場で発表を行います。高校生

からの提言は所管の委員会で議

論し、市議会から高校生の皆さ

んへ返答をしています。

新たな政策の評価と対策

６月定例会は、年度初めの実績や

課題を確認し、補正予算や条例改正

を議論する場です。

補正予算を審査
12 月定例会は、補正予算

や条例改正などを議論す

る場です。

議会を文字で届ける

議会をより身近に感じてほしい！

という思いで発行しています。

皆さんからの声を掲載するコー

ナーもありますので、ぜひ投稿

してください。

たんばりんぐ

発行

議員研修を受講

地域の課題解決や政策立案

の力を高めるために実施し

ます。専門的な知識や事例

を学び、皆さんの声を反映

した議会運営に役立てます。

議会だより

「たんばりんぐ」

発行

常任委員会や会派等による

先進地の行政視察や研修を

実施しています。

先進地の行政視察
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福祉部のこども福祉課がミルネ、
その他の部署が第２庁舎に置か

れ、福祉部が複数の拠点に分散するこ
とになるが問題ないのか。

問

母子保健と児童福祉を切れ目な
く一体的に提供するためにはミ

ルネ に置くべきとの判断です。ただ
し、福祉部が複数の拠点にまたがりま
すが、管理職及び職員がＤＸ を 積
極活用するなど意思疎通の緊密化を図
ることにより、組織の一体的運用は可
能であると考えます。

　令和７年度に健康福祉部を健康部と福祉部に分割し、消防団の所管を
生活環境部から消防本部へ変更する組織改編が提案されました。

令和７年度組織の改編

答

12 月定例会

論点！
ココがギロンの

総
そうむぶんきょう

務文教常任委員会 民
みんせいさんけん

生産建常任委員会

審議会等

【 委  員  長 】広田まゆみ
【 副委員長 】東坂　範雄
【 委　　員 】須原　弥生、太田　一誠

　　　　　　大垣　利明、奥村　正行
　　　　　　西本　嘉宏、吉積　　毅
　　　　　　家田　優樹

総務、行政改革、地域づくり、生涯学習、財政、
税、教育などに関する事項

【 委  員  長 】小川　庄策
【 副委員長 】酒井　浩二
【 委　　員 】十倉　　浩、高橋　まみ

　　　　　　前田　安城、細見　昭文
　　　　　　足立　嘉正、大嶋　恵子

戸籍、防災、環境衛生、健康、福祉、国保、
介護保険、農業、商工業、観光、道路、河川、
都市計画、上下水道などに関する事項

大垣　利明、小川　庄策、西本　嘉宏
酒井　浩二、足立　嘉正、大嶋　恵子

氷上多可衛生事務組合議会議員

丹波市都市計画審議会委員

丹波篠山市清掃センター

環境保全委員会委員

谷水　雄一、須原　弥生
広田まゆみ、小川　庄策
※ 正副議長、総務文教・民生産建常任委員長

谷水　雄一、小川　庄策、酒井　浩二
※ 議長、民生産建常任正副委員長

予算決算常任委員会議会運営委員会

議長 副議長谷水　雄一 須原　弥生

【 委  員  長 】西本　嘉宏
【 副委員長 】吉積　　毅
【 委　　員 】十倉　　浩、前田　安城

　　　　　　小川　庄策、広田まゆみ

本会議の運営、委員会条例・会議規則、
議会改革の推進などに関する事項

市の予算・決算に関する事項

【 委  員  長 】足立　嘉正
【 副委員長 】十倉　　浩
【 委　　員 】議長を除く全議員

市議会の構成市議会の構成
（令和６年 12 月５日～令和８年 12 月４日）

消防団の所管の変更により、地域
との連携体制が薄れるのではな

いか。
問

所管を消防本部に移すことで、消
防団は常備消防とのより緊密な

一体運用が可能となり、地域防災力の
充実・強化につながるものと考えます。

答

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を活用して、業務プロセスの効率化を図る

                                                              取組

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

事業者選定において地元企業育
成や税収の観点から地元企業優

先の視点はなかったのか。
問

事業者の選定にあたっては、市内
事業者かどうかで判断したので

はありません。駐車場を利用する市民
や企業の利便性が向上するかどうかと
いう市民の視点、利便性の視点、安全
性や収益性の視点等により選定したも
のです。

　ＪＲ駅周辺に設置の市営駐車場の指定管理者 に横浜市の事業者が選定されました。
次期は指定管理者が駐車料金等を含む収支を一括管理する体制に変わります。

市営駐車場の指定管理者を選定

答

遠方の業者であるが、トラブル時
や月極契約の手続きの現場対応

は問題ないのか。
問

入出庫のバーなどのトラブル時
は 24 時間体制でコールセンター

が遠隔操作で対応します。支払いトラ
ブルは提携している警備会社が駆けつ
けることになります。月極を含む契約
についてはインターネット・スマート
フォンを推奨しますが、紙での手続き
も可能で委託業者経由となります。施
設の管理は丹波市に非常駐の管理者が
行う契約となっています。

答

カイ

　　　セツ

指定管理者：「公の施設」の管理運営を広く民間の事業者や団体にも任せることができる制度で、

                  施設の管理運営を任せられた事業者等のことを「指定管理者」という。

カイ

　　　セツ

広報広聴委員会

【 委  員  長 】家田　優樹
【 副委員長 】高橋　まみ
【 委　　員 】十倉　　浩、酒井　浩二

　　　　　　吉積　　毅、東坂　範雄
　　　　　　大嶋　恵子

議会広報紙の編集、市民との意見交換会の
企画立案のほか広報広聴に関する事項

議
ぎ

選
せん

監査委員 奥村　正行

市議会から１名、識見を有する者から１名の監査体制
市の行政監査に関する事項

（令和６年 12 月 12 日～）

丹波市健康センター ミルネ：丹波医療センターに隣接し、丹波市の「保健」「医療」「福祉」「介護」の

                                        各分野を一体的に担う目的のために市が設置した多機能複合施設
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議
会
新
体
制

議
員
の
紹
介

 

議
員
の

仕
事
と
は
？

議
会
構
成

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

政
務
活
動
費

お
知
ら
せ

全員賛成で可決・承認・採択した議案

議　　　案
条
例

廃
止 〇 新エネルギー推進協議会設置条例

承
認

〇 令和６年度丹波市一般会計補正予算
　 （第７号）の専決処分の承認

契
約

締
結

〇 小型動力ポンプ普通積載車等購入

〇 高機能消防指令センター再整備業務

指
定
管
理
者
の

指
定

〇 市立市民プール及び
　 市立青垣総合運動公園

〇 市立青垣パラグライダー練習場

〇 市営駐車場

〇 市立神楽の郷交流センター

〇 市立旧氷上高等小学校校舎

そ
の
他

〇 市有財産の無償貸付（旧芦田小学校）

〇 旧慣による市有財産の使用権の廃止
　 （日比宇自治会）

〇 旧慣による市有財産の使用権の廃止
　 （鴨内自治会）

〇 市有財産の無償譲渡（日比宇自治会）

〇 市有財産の無償譲渡（鴨内自治会）

〇 市道路線の変更（安貝線）

〇 第３次丹波市教育振興基本計画の
　 策定

請
願

〇 「持続可能な学校の実現をめざす」
　 実効性ある学校の働き方改革、長時間
　 労働是正を求める意見書採択の請願

意
見
書

〇 持続可能な学校の実現をめざす
　 意見書

発
議

〇 広報広聴委員会の設置

〇 市議会委員会条例の改正

審議結果はこちら

議　　　案

人
事
案
件

〇 丹波市監査委員の選任
　 奥村  正行 氏・竹村  安彦 氏

〇 丹波市・一部事務組合公平委員会
　 委員の選任　　大森  友子 氏

〇 丹波市教育委員会委員の任命
　 𠮷竹  主税 氏

〇 副市長の選任
　 細見  正敏 氏

補
正
予
算

〇 一般会計（第８号）

〇 一般会計（第９号）

〇 国民健康保険特別会計事業勘定
　 （第２号）

〇 国民健康保険特別会計直診勘定
　 （第２号）

〇 介護保険特別会計保険事業勘定
　 （第３号）

〇 訪問看護ステーション特別会計
　 （第２号）

〇 地方卸売市場特別会計（第２号）

〇 看護専門学校特別会計（第３号）

〇 水道事業会計（第２号）

〇 下水道事業会計（第２号）

条
例
制
定

〇 刑法等の一部を改正する法律の施行
　 に伴う関係条例の整理に関する条例

〇 督促手数料の廃止に伴う関係条例の
　 整備に関する条例

〇 都市公園条例

条
例
改
正

〇 行政組織条例

〇 市職員の給与に関する条例等

〇 市営駐車場整備基金条例

〇 地域包括支援センターの事業の人員
　 及び運営に関する基準を定める条例

〇 水道事業布設工事監督者の配置基準
　 及び資格基準並びに水道技術管理者
　 の資格基準に関する条例

〇 下水道条例

12 月定例会
議
案
の
審
議
結
果

　119 番通報後の各種対応を効率的に行う仕組みを整備し、消防・
救急車の無線管理などを含む消防業務全体を円滑に運用できるシス
テムを再構築する契約の提案がありました。

高機能消防指令センター再整備の
契約で何が変わるのか？

高機能消防指令センターと今の
システムとの違いは何か。また、

指令システムと無線機器の導入金額は
いくらか。

問

119 番通報から出動までの時間短
縮のため、車両編成などの自動化

システムや映像による 119 番通報シス
テム、市内での災害や火災発生状況を
テレフォンサービスが行える災害情報
案内を導入予定です。また、イタリ山
に非常用発電機、高谷山にＬＴＥ
回線を新設し、国の基準に準拠させた
機能強化を図ります。費用は消防指令
システムに約５億１千万円、消防救急
デジタル無線システムに約７億６千万
円となっております。

答

各消防団の携帯無線機器や車両
無線等も更新するのか。問
消防団はデジタル簡易無線機、消
防本部はデジタル無線機と通信

方法が異なるため、今回の整備には含
まれません。

答

無線中継局の再整備も含まれる
か。また、中継局を通じ広域的災

害時に近隣市町との連携を図れるのか。
問

中継局機器の再整備と機能強化
を図ります。また、近隣市町との

広域的災害の対応でなく、あくまで市
内全域で無線の交信が維持できるよう、
再整備するものです。

答

意見書はこちら 本会議での起立採決の様子

可決
全員賛成で

丹波大納言小豆生産確保対策事
業支援金が計上されているが、必

要と判断した根拠は何か。
問

高温や少雨などの天候の影響に
より、収量が前年の４割以下と予

測されています。そのため、丹波市ブ
ランド農産物である丹波大納言小豆を
生産する農業者の営農意欲を維持する
ための支援が必要であると判断しまし
た。支援金額は、10 アールあたり５千
円以内として、令和６年度作付面積に
応じて支援をしていきたいと考えてい
ます。

　不作が伝えられた丹波大納言小豆。生産者に対し生産確保対策事
業支援金として 1,201 万５千円の補正予算が提案されました。

丹波大納言小豆生産者に生産確保対策
事業支援金。 その必要性は？

答

丹波三宝と言われる黒大豆につ
いても同じく不作が伝えられて

いるが、支援の検討はどうなっている
か。

問

丹波大納言小豆と同様に天候の
影響を受け、不作となっている生

産者の実情も把握はしています。黒大
豆は一定の手続きをすることで、出荷
を要件としている水田活用直接支払交
付金の支援を受けることも可能ですの
で、今回の事業の対象としておりませ
ん。

答

ＬＴＥ：携帯電話における通信規格の一つ。
カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

契約金額

12 億 7,479 万円
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

十
倉
　
浩

太
田
一
誠

須
原
弥
生

吉
積
　
毅

奥
村
正
行

前
田
安
城

広
田
ま
ゆ
み

足
立
嘉
正

家
田
優
樹

小
川
庄
策

細
見
昭
文

西
本
嘉
宏

■ 一般質問

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
見
直
し

を
乳
房
補
正
具
の
補
正

下
着
（
パ
ッ
ト
も
含

む
）
の
購
入
費
用
の
助
成

は
ひ
と
り
１
回
限
り
と

な
っ
て
い
る
。
下
着
の
耐

用
年
数
等
を
参
考
に
複
数

回
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

こ
の
補
助
制
度
は
日

常
的
な
経
済
的
支
援

で
は
な
く
、
術
後
の
心
理

的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
た
め
、
複

数
回
の
補
助
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

平
成
19
年
に
施
行
さ

れ
た
障
害
者
日
常
生

活
用
具
費
支
給
事
業
実
施

要
綱
の
種
目
の
追
加
や
対

象
者
の
緩
和
、
基
準
額
の

見
直
し
や
更
新
が
必
要
で

は
な
い
か
。

要
綱
の
見
直
し
は
定

期
的
に
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
要
望
や
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
際
に
調
査
研
究

を
行
い
、
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
令
和
７
年
４

月
に
は
、
以
前
よ
り
障
が

い
者
団
体
か
ら
ご
要
望
の

あ
っ
た
音
声
式
血
圧
計
を

種
目
に
追
加
で
き
る
よ
う

に
事
務
手
続
き
を
す
す
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答

問

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

 

コ
ン
ビ
ニ
利
用
促

進
や
Ｄ
Ｘ
活
用
な

ど
に
努
め
な
が
ら
、
関

係
課
と
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。
名
札
は
令
和

７
年
４
月
か
ら
名
字
の

み
の
表
記
と
す
る
予
定

で
今
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
原
動
機
付

自
転
車
等
へ
の
試

乗
標
識
が
な
い
。
普
及

が
進
む
電
動
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
事
業
活
性
化
の

た
め
に
も
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

兵
庫
県
下
で
は
約

20
市
町
が
導
入
し

て
い
る
状
況
で
す
の

で
、
県
下
の
自
治
体
の

状
況
や
事
業
の
効
果
を

聞
き
取
り
、
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
職
員
の
離
職
を
減

ら
す
カ
ス
ハ
ラ

対
応
の
た
め
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
設
置
や
電
話
の

通
話
を
録
音
す
る
仕
組
み

が
で
き
な
い
か
。

抑
止
力
と
な
る
よ
う

に
十
分
検
討
し
、
必

要
に
応
じ
て
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
通

話
録
音
は
現
在
の
電
話
交

換
機
は
対
応
で
き
ま
せ
ん

が
、
対
策
を
講
じ
る
必
要

性
が
あ
り
、
検
討
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
時
間
外
の

電
話
受
付
に
つ
い
て
は
令

和
７
年
度
に
オ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
対
応
を
進
め
ま

す
。

働
き
方
改
革
で
受
付

窓
口
の
短
縮
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

名
札
を
名
字
の
み
に
す
る

対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。 問

カ
ス
ハ
ラ
対
応
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

 

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
の
点
検

支
柱
の
腐
食
と
冬
場

霜
対
策
の
点
検
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

市
管
理
分 

約
３
，

１
０
０
基
に
現
段
階

で
危
険
性
は
確
認
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
霜
対
策
は

自
治
会
か
ら
の
要
望
に
基

づ
き
、順
次
対
応
し
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策

通
学
路
の
防
犯
灯
の

設
置
に
つ
い
て
指
摘

し
て
か
ら
２
年
経
過
し
て

い
る
。
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

学
校
へ
照
会
し
ま
し

た
が
、
具
体
的
な
要

望
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治

会
の
境
界
な
ど
に
設
置
す

る
場
合
、
市
が
維
持
管
理

を
し
ま
す
。

４
年
前
、「
統
合
新

庁
舎
建
設
を
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
各
庁
舎
の
長

寿
命
化
大
規
模
改
修
が
必

要
で
、
改
修
の
是
非
、
時

期
、
財
政
負
担
を
考
慮
し

市
民
と
議
員
の
声
を
聞
き

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
統

合
庁
舎
と
す
る
こ
と
に
経

済
性
、
利
便
性
が
高
ま
る

と
思
い
ま
す
。」
と
答
弁

さ
れ
て
い
る
。
２
年
以
内

に
結
論
を
出
す
べ
き
だ
。

統
合
庁
舎
が
い
ら
な

い
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
任
期
の
半
分
ぐ
ら

い
の
う
ち
に
は
、
方
向
性

は
決
め
て
し
っ
か
り
と
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 問

統
合
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

２
年
以
内
に
結
論
を

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

 

障
害
者
日
常
生
活
用
具
費

支
給
事
業
要
綱
の
更
新
を

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問

答

答

更
新
や
見
直
し
は
要
望
等

の
際
に
調
査
し
、
必
要
と

判
断
し
た
際
に
行
い
ま
す

現
在
、
令
和
７
年
４
月
に

む
け
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
ま
す

任
期
の
半
分
ぐ
ら
い
の
う

ち
に
方
向
性
は
決
め
、し
っ

か
り
と
進
め
た
い
で
す

答

問

答

問

答

ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由
質問する内容は、議
案とは関係なく議員
が自由に決め、「通告
書」に書いて締切日
までに提出します。

制限時間は 60 分
一人あたりの制限
時間は、市からの
答弁も含め 60 分
です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前に
ホームページに掲載。
また、傍聴者には、
質問要旨をお渡しし
ています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接

求めることができる重要な機会です。私たちの生活に関わることについて質

問や提言を行いました。

十
と く ら

倉　浩
ひろし

  議員

今回は

12 人の一般質問が

行われました！

 

避
難
所
に
お
け
る
災
害
備

蓄
品
の
拡
充
に
つ
い
て

避
難
所
の
良
好
な
生

活
環
境
を
充
実
・
強

化
す
る
た
め
、
特
に
配
慮

を
有
す
る
方
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
の
確
保
が
必

要
だ
と
考
え
る
。そ
の
点
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

妊
産
婦
や
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
、
様
々

な
配
慮
が
必
要
な
方
の
環

境
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
確
保
で
き
る
部

屋
を
利
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ

り
体
育
館
し
か
使
用
で

き
な
い
場
合
に
備
え
て
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
ベ
ッ

ド
、
さ
ら
に
は
着
替
え
や

授
乳
が
で
き
る
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
用
テ
ン
ト
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。

避
難
所
と
も
な
る
体

育
館
へ
の
空
調
整
備

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
現
在
、
空
調
整

備
の
設
計
計
画
の
検
討
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

夏
場
の
部
活
動
で
も

使
用
す
る
中
学
校
の

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
に
整
備
す
る
予
定
で

す
。
当
初
３
校
ず
つ
工
事

を
行
う
予
定
で
し
た
が
、

市
内
６
校
一
斉
に
整
備
す

る
こ
と
に
方
針
を
変
更
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
小
学
校

の
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
整
備
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ

設
置
で
き
て
い
な
い
特
別

教
室
へ
の
設
置
を
優
先

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

公
立
小
中
学
校
体
育
館
の

空
調
整
備
に
つ
い
て

中
学
校
は
来
年
度
に
整
備

予
定
で
、
今
年
度
、
設
計

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
施

設
の
効
率
的
な
運
用
と
経

費
削
減
の
必
要
が
あ
り
、

上
下
水
道
の
審
議
会
に
も

意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
施
設
整
備
計
画
等
の

立
案
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
内
の
地
域
医
療
の

担
い
手
と
な
る
医
師

不
足
解
消
の
考
え
は
。

丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー

の
医
療
体
制
を
維
持

す
る
た
め
、
地
域
医
療
循

環
型
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
や
医
師
研
究
資
金

貸
付
事
業
な
ど
の
支
援
策

で
、
医
師
の
地
域
へ
の
定

着
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
開
業
し
た
い
と
思

う
環
境
は
、
医
師
の
連
携

体
制
や
開
業
資
金
支
援
、

地
域
の
魅
力
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

榎
峠
ト
ン
ネ
ル
開
通

で
福
知
山
市
と
の
連

携
や
人
口
減
少
対
策
は
。

４
２
９
号
榎
峠
バ
イ

パ
ス
開
通
を
契
機
に
、

両
市
を
ま
た
ぐ
観
光
コ
ー

ス
の
検
討
や
広
域
観
光
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
相
互

に
観
光
客
を
誘
致
す
る
取

組
を
検
討
し
ま
す
。ま
た
、

府
県
や
医
療
圏
域
を
越
え

た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
保
は
両
市
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
、
整
備

完
了
に
向
け
、
交
流
や
連

携
を
検
討
し
ま
す
。

柏
原
地
域
の
広
域
水

融
通
の
考
え
は
。

給
水
人
口
が
減
少
傾

向
に
あ
る
一
方
で
、

老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
更

新
や
維
持
管
理
費
用
が
増

問答

答

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

 

青
垣
地
域
の
課
題
解
決
や

地
域
活
性
化
の
考
え
は

北
近
畿
の
都
市
間
交
流
・

物
流
・
観
光
・
医
療
等
分

野
の
連
携
を
図
り
ま
す

答問

問

カスハラ（カスタマーハラスメント）：顧客や取引先の企業からのクレームや言動のうち、
その内容が妥当性を欠き、不相当なものであって、労働者の就業環境が害されるもの。

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

問答 問答問答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

十
倉
　
浩

太
田
一
誠

須
原
弥
生

吉
積
　
毅

奥
村
正
行

前
田
安
城

広
田
ま
ゆ
み

足
立
嘉
正

家
田
優
樹

小
川
庄
策

細
見
昭
文

西
本
嘉
宏

新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

の
情
報
が
出
て
い
る
中
、

市
民
か
ら
不
安
の
声
を
聞

く
。
丹
波
市
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
水
質
検
査
の
結

果
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ

な
い
市
民
へ
の
情
報
提
供

は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査

結
果
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
水
道
水
の
安
全
性
を

確
保
で
き
て
お
り
、
ご
不

安
や
ご
心
配
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

以
外
で
の
積
極
的
な
広
報

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

前
ま え だ

田　安
や す き

城  議員

 

保
育
士
１
人
に
対
し

て
の
配
置
基
準
が

３
、４
、５
歳
児
の
定
員
は

各
５
名
減
と
な
り
、
令
和

７
年
度
か
ら
１
歳
児
は
６

名
か
ら
５
名
に
な
る
こ
と

の
対
応
は
ど
う
か
。

配
置
基
準
は
見
直
し

さ
れ
ま
し
た
が
、
保

育
士
不
足
の
中
、
切
り
換

え
が
難
し
い
状
況
で
す
。

経
過
措
置
に
よ
り
従
来
の

基
準
で
の
運
用
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
現
状
、
３
歳

児
は
、
全
て
の
園
で
園
児

15
人
に
対
し
て
１
人
の
保

育
士
が
配
置
で
き
て
い
ま

す
。
保
育
の
質
を
確
保
す

る
ね
ら
い
の
も
と
、
令
和

７
年
度
の
国
の
予
算
案
の

中
で
、
１
歳
児
の
基
準
見

直
し
の
動
き
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
こ
ど
も
園
で

は
待
機
児
童
と
い
う

指
針
で
は
な
く
、
入
園
希

望
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い

子
ど
も
は
何
人
い
る
か
。

特
に
０
、１
歳
児
が
入
園
で

き
な
い
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
。

第
１
希
望
に
入
園
で

き
な
か
っ
た
の
は
、

令
和
６
年
４
月
で
19
名
で

す
。
受
け
入
れ
が
難
し
い

一
番
大
き
な
原
因
は
、
保

育
人
材
の
不
足
に
あ
り
ま

す
。
受
け
入
れ
の
調
整
が

整
わ
な
い
場
合
、
保
護
者

に
状
況
を
説
明
し
、
各
家

庭
の
事
情
に
も
寄
り
添
い

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

他
の
認
定
こ
ど
も
園
等
を

案
内
す
る
な
ど
の
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

答 問

こ
ど
も
園
の
入
園
希
望
に

応
え
ら
れ
て
い
る
か

問

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

 

柏
原
駅
周
辺
整
備
に
つ
い

て
県
丹
波
土
木
事
務
所

が
、
県
所
有
の
Ｊ
Ｒ

柏
原
駅
南
用
地
に
つ
い
て

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
中
で
あ
る
。
今
の
タ

イ
ミ
ン
グ
か
ら
市
と
し
て

の
方
針
を
示
し
、協
働
し
、

地
域
全
体
の
賑
わ
い
を
創

出
す
る
努
力
が
必
要
で
は

な
い
か
。

こ
の
市
場
調
査
は
、

兵
庫
県
が
所
有
す
る

Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
南
用
地
へ
の

民
間
事
業
者
の
進
出
の
参

考
と
す
る
た
め
に
、
兵
庫

県
独
自
で
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
丹
波
市
か

ら
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
南
用
地
の

活
用
に
対
し
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
や
方
針
を
示
す

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

丹
波
市
に
お
け
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
の
状
況
は

答

入
園
を
希
望
さ
れ
る
園
児

の
受
け
入
れ
確
保
に
努
め

て
い
ま
す

市
内
全
て
の
浄
水
場
で
の

採
水
地
点
で
安
全
性
を
確

認
し
て
い
ま
す

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正  議員

 

デ
マ
ン
ド
交
通
の
さ
ら
な

る
利
便
性
の
向
上
は

デ
マ
ン
ド
交
通
柏
原

便
は
、
丹
波
医
療
セ

ン
タ
ー
横
の
商
店
へ
は
行

け
て
も
病
院
ま
で
は
行
け

ま
せ
ん
。
距
離
に
す
れ
ば

数
百
メ
ー
ト
ル
。
利
便
性

の
向
上
は
図
れ
な
い
か
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、

地
域
内
交
通
で
す
。

地
域
を
ま
た
ぐ
移
動
は
他

の
基
幹
交
通
が
担
っ
て
お

り
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

が
他
地
域
に
移
動
す
る
こ

と
は
公
共
交
通
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
基
幹
交
通
の

衰
退
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
今
後
も
地
域
内

運
行
を
維
持
し
ま
す
。

観
光
を
基
幹
産
業
化

す
る
計
画
に
基
づ
き

関
係
機
関
と
の
連
携
は
、

十
分
と
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
実
施
体
制

は
、
整
っ
て
い
る
の
か
。

丹
波
市
観
光
協
会
、

丹
波
ふ
る
さ
と
振
興

㈱
の
双
方
に
対
し
、
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ

け
や
三
者
の
役
割
の
共
通

認
識
を
持
つ
機
会
を
設
け

て
運
営
に
関
す
る
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
１
月

以
降
の
運
営
は
、
ふ
る
さ

と
振
興
㈱
が
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
滞
り
な

く
観
光
案
内
業
務
を
行
え

る
よ
う
運
営
を
見
守
る
と

と
も
に
、
来
訪
者
を
迎
え

る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

問

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

問

答

答

指
定
管
理
者
の
丹
波
ふ
る

さ
と
振
興
株
式
会
社
が
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

答

答

問

問

■ 一般質問

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

 

財
源
に
つ
い
て
、
過

疎
地
域
で
あ
れ
ば

「
過
疎
地
域
遊
休
施
設
再

整
備
事
業
」
の
メ
ニ
ュ
ー

も
活
用
で
き
な
い
か
。

補
助
メ
ニ
ュ
ー
や
起

債
の
メ
ニ
ュ
ー
等
少

し
で
も
有
利
な
財
源
を
確

保
し
た
上
で
事
業
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

市
営
住
宅
の
修
繕
負
担

市
営
住
宅
等
の
修
繕

に
係
る
入
居
者
負
担

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

建
物
の
本
体
及
び
構

造
上
重
要
な
付
帯
施

設
に
つ
い
て
は
、
市
で
修

繕
を
行
い
、
全
１
６
４
項

目
の
修
繕
負
担
区
分
表
を

入
居
時
に
説
明
し
、
運
用

し
て
お
り
ま
す
。

廃
校
施
設
の
利
活
用

優
先
順
位
は
、
第
一

に
公
共
活
用
、
第
二
に
地

域
活
用
と
な
っ
て
い
る
。

「
地
域
」
活
用
に
お
け
る

支
援
体
制
は
ど
う
か
。

地
域
自
ら
が
起
業
し

事
業
者
と
な
っ
て
活

用
に
取
り
組
ま
れ
、
条
件

を
満
た
せ
ば
丹
波
市
廃
校

施
設
利
活
用
奨
励
補
助
金

の
利
用
は
可
能
で
す
。

施
設
の
目
的
変
更
に

よ
り
消
防
法
の
基
準

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
校

舎
に
入
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
利
活
用
す
る
た
め
に

も
消
防
法
の
基
準
を
ク
リ

ア
す
る
の
は
所
有
者
の
責

任
で
は
な
い
か
。

具
体
的
な
内
容
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、
地

元
と
も
し
っ
か
り
と
協
議

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問

地
域
が
行
う
廃
校
利
活
用

へ
の
支
援
体
制
は

細
ほ そ み

見　昭
あきふみ

文  議員

 
６
０
０
円
券
を
出
せ
な
い

か
。
③
路
線
バ
ス
運
賃
を

上
限
３
０
０
円
に
で
き
な

い
か
。①

持
続
可
能
な
交
通

体
系
の
維
持
の
た

め
、
公
共
交
通
の
乗
り
継

ぎ
に
よ
る
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
②
運
賃
設
定
は

他
の
公
共
交
通
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
た
設
定
と
し

て
い
る
た
め
、
１
日
券
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
③

移
動
距
離
に
応
じ
て
利
用

者
負
担
に
よ
っ
て
保
た
れ

て
い
る
他
の
公
共
交
通
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め

現
時
点
で
は
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
各
交
通
の

適
切
な
利
用
者
負
担
に
つ

い
て
は
、
丹
波
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

加
古
川
堤
防
に
植
え

ら
れ
た
桜
の
木
の
被

害
対
応
に
つ
い
て
、
市
の

対
応
は
ど
う
か
。

地
域
の
方
々
で
枝
の

伐
採
を
し
て
い
た
だ

い
た
ら
、
市
で
処
分
し
ま

す
。
市
道
の
通
行
に
支
障

を
き
た
す
場
合
は
、
市
で

対
応
し
ま
す
。
木
の
伐
採

が
危
険
を
及
ぼ
す
場
合

は
、
自
治
会
か
ら
の
要
望

に
基
づ
き
、
兵
庫
県
と
協

議
を
行
い
、
対
応
を
検
討

し
ま
す
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

①
８
時
台
と
15
時
台

に
丹
波
医
療
セ
ン

タ
ー
と
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
直
行
便
を
出
せ
な

い
か
。
②
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
１
日

問

桜
の
木
の
被
害
対
応
や

伐
採
に
つ
い
て

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

家
い え だ

田　優
ゆ う き

樹  議員

 

短
期
休
暇
に
よ
る

教
員
不
足
へ
の
対
策
を

問答

県
へ
の
要
望
を
検
討
し
、

市
で
で
き
る
こ
と
は
調
査

を
進
め
ま
す

廃
校
利
活
用
の
計
画
内
容

を
十
分
に
精
査
し
、
支
援

の
内
容
を
考
え
ま
す

市
と
地
域
が
協
同
で
管
理

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す

答

問答答 問

答

答

問

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
休

暇
の
事
実
は
確
認
し
て
お

り
ま
す
が
、対
応
は
校
長
、

教
頭
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
、
詳
細
は
把
握
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

生
徒
の
習
熟
の
遅
れ
の
対

応
に
つ
い
て

教
員
が
生
徒
に
対
応

す
る
時
間
を
確
保
す

る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や
特
別

支
援
教
育
支
援
員
の
増
員

の
検
討
は
。

現
場
か
ら
増
員
に
関

す
る
要
望
は
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
来
年
度

に
効
果
測
定
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
短
期
休
暇
に
よ
る

教
員
不
足
対
策
の
効

果
性
が
あ
れ
ば
県
へ
の
要

望
を
行
う
」と
あ
っ
た
が
、

当
局
の
現
在
の
考
え
は
。

一
般
的
に
、
市
の
教

育
委
員
会
の
役
割
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
。
全
国

的
な
教
員
不
足
を
前
提
に

考
え
る
と
、
対
策
を
し
て

も
効
果
が
限
定
的
で
あ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

小
規
模
校
で
短
期
休

暇
が
起
こ
っ
た
場
合

の
課
題
認
識
と
調
査
は
。

１
か
月
以
内
で
あ
れ

ば
、
現
場
で
対
応
す

る
こ
と
が
適
切
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、

類
似
の
事
例
が
多
く
存
在

す
る
た
め
、
研
究
を
進
め

答 問問 答

問答
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持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を

め
ざ
す
意
見
書

請 

願 

者
：
兵
教
組
氷
上
教
職
員
組
合

紹
介
議
員
：
高
橋 

ま
み

※ ギカイクイズの答えは　①

議
会
新
体
制

議
員
の
紹
介

 

議
員
の

仕
事
と
は
？

議
会
構
成

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

政
務
活
動
費

お
知
ら
せ

■ 一般質問

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

 

厳
し
い
農
業
経
営
の
中
で

の
農
業
支
援
に
つ
い
て

高
齢
化
と
後
継
者
不

足
で
、農
地
の
荒
廃・

不
耕
作
農
地
が
増
え
て
い

る
。
小
規
模
農
家
へ
の
農

業
支
援
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

水
稲
作
付
け
農
家
の

減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
小
規
模
農
家
に
と
っ

て
、
農
業
用
機
械
の
取
得

や
更
新
の
負
担
が
離
農
の

要
因
の
一
つ
に
も
な
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
農
業
者
グ
ル
ー
プ
に

対
す
る
農
業
機
械
の
共
同

利
用
の
支
援
策
は
営
農
意

欲
の
維
持
や
離
農
抑
止
の

対
策
と
し
て
必
要
と
考
え
、

令
和
７
年
度
の
事
業
化
に

向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
「
無

償
化
」
は
、
市
長
の

公
約
に
も
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
方
向
性
と
実
現
に
つ
い

て
。
ま
た
、
有
機
米
を
使

用
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
を
１
０
０
％
に
拡
大
す

べ
き
で
な
い
か
。

学
校
給
食
費
の
無
償

化
は
、
子
育
て
支
援

策
と
し
て
実
施
す
る
方
向

で
、
現
在
財
源
の
確
保
や

無
償
化
の
対
象
な
ど
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
に
よ
り
、
可
能
な
限

り
有
機
農
産
物
の
活
用
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
、
有

機
米
は
今
年
度
、
20
回
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
有
機
米
を
使

用
し
た
米
飯
給
食
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

答 問

給
食
無
償
化
と

有
機
米
給
食
の
促
進
を

学
校
給
食
無
償
化
を
実
施

す
る
方
向
で
財
源
や
対
象

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す

問答
会　派　名 人数 交付上限額 支出合計 未使用額

公　明　党 ２ 270,000 0 270,000

　須原 弥生　藤原　 悟

日本共産党議員団 ２ 270,000 208,200 61,800

　西脇 秀隆　西本 嘉宏
  調査研究・研修費  22,380　　広報費  185,820
　・第 15 回生活保護問題議員研修会
　　（8/23　大阪府大阪市）

創　生　会 ３ 405,000 0 405,000
　近藤 憲生　大西ひろ美
　山名 隆衛  

新風クラブ ５ 675,000 123,995 551,005

　太田喜一郎　足立 嘉正
　酒井 浩二　   垣内 廣明
　太田 一誠

  調査研究・研修費  123,995
　・ゼロ・ウェイストの取組について
　　（4/15~4/16　徳島県上勝町）
　・「バイオマス資源化センター   みとよ」の取組について
　　（4/15~4/16　香川県三豊市）

丹　新　会 ３ 405,000 25,796 379,204

　吉積　 毅　谷水 雄一
　広田まゆみ

   調査研究・研修費  25,796
　・ゼロ・ウェイストの取組について
　　（4/15~4/16　徳島県上勝町）
　・「バイオマス資源化センター   みとよ」の取組について
　　（4/15~4/16　香川県三豊市）

こどもとみらい ２ 270,000 0 270,000

　前川 進介　小橋 昭彦
  （※ 会派解散のため、
　　 　９月末日で精算）

無所属の会 ３ 405,000 238,832 166,168

　小川 庄策　奥村 正行
　渡辺 秀幸

  調査研究・研修費  45,060　　広報費  193,772
　・第 15 回生活保護問題議員研修会
　　（8/23　大阪府大阪市）

期間：令和６年４月 ～ 令和６年 12 月　　　　　　　　　　　 （単位：円）

政
務
活
動
費

１
人
あ
た
り
月
額
１
万
５
千
円
。

み
ん
な
何
に
使
っ
て
い
る
の
か
な
？

政務活動費

　「政務活動費」２つ のポイント

　　　議員一人あたり月額 1万５千円

　　　後払い精算方式
　　　　※ 未使用額は、次年度へは繰越されません。

１

２

丹波市の明日がみえてくる /
/

児童・乳幼児 同伴の

方の傍聴ができます

本会議場がある本庁舎３階の

議会事務局窓口でお声かけください。

　手話通訳を希望される方は傍聴を希望する日の

７日前までに、 議会事務局までお申し出ください。

　なお、 希望を受けてから手話通訳者の手配を行い

ますので手話通訳者の確保ができず、 ご希望に

添えない場合もございますので予めご了承ください。

第５期議員の

政務活動費の

報告です。

　
学
校
現
場
で
は
、
教
職
員
希
望
者
の
減
少
に

加
え
、
病
気
休
職
者
、
早
期
退
職
者
の
増
加

な
ど
、
深
刻
な
教
職
員
不
足
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
と
子
ど
も
た
ち
の

ゆ
た
か
な
学
び
の
保
障
の
た
め
、
学
校
の
長
時
間

労
働
是
正
に
資
す
る
政
策
実
行
を
求
め
ま
す
。

　
１
．
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
観
点

　
　
　
か
ら
、
国
と
し
て
具
体
的
業
務
削
減

　
　
　
策
を
示
す
こ
と

　
２
．
教
職
員
定
数
改
善
を
実
施
す
る
こ
と

　
３
．
自
治
体
で
の
取
組
が
確
実
に
進
む
よ
う
、

　
　
　
人
の
配
置
・
確
保
も
含
め
、
推
進
の

　
　
　
た
め
の
必
要
な
財
源
確
保
等
を
行
う

　
　
　
こ
と

　
４
．
引
き
続
き
、勤
務
実
態

　
　
　
調
査
を
行
っ
た
上
で
、

　
　
　
そ
の
結
果
に
基
づ
き

　
　
　
必
要
な
措
置
を
講
ず

　
　
　
る
こ
と

    

 
 

 
 

 
 

 
 

    

意見書

可  決
国へ送付

傍聴傍聴 してみませんか?

意見書全文

手話通訳者
を配置します

※ 議長の許可が必要となります。
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教えて！教えて！

議議会会ワワーードド
No.14No.14

　行政全般について、市長などに方針

の説明を求めたり、特定の内容を尋ね

る場です。

　議員が疑問や市民の声を行政に問い

かけたり、確認することを目的として

います。質問内容は議案に関係なく自

由に決めることができます。

「一般質問」とは？
高校生のアイデアでスタートした

「知ってる !? ギカイクイズ」。

今回で14 回目です。議員や市議会の

ことを知る良い機会ですので、ぜひ

皆さんで考えてみてください♪

ギカイクイズギカイクイズ

※ 答えは 16 ページの一番下

【問　題】

市
し

の大
だ い じ

事なことを決
き

める本
ほんかいぎじょう

会議場が

ある場
ば し ょ

所はどこかな？

①　本
ほんちょうしゃ

庁舎３階
かい

②　山
さ ん な ん し し ょ

南支所２階
かい

③　春
かすがちょうしゃ

日庁舎３階
かい

知ってる!?

研修を受講する議員

質問 質疑

聞く対象 市の行政全般
議題となって

いるもの

具体例 一般質問
議案の

審議・審査

「質問」と「質疑」は、疑問点を聞く

対象によって違うよ！

ミライプロジェクトの

取組内容はこちら

議
会
新
体
制

議
員
の
紹
介

 

議
員
の

仕
事
と
は
？

議
会
構
成

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

政
務
活
動
費

お
知
ら
せ

　令和 6 年 11 月 15 日（金）、第 19 回
マニフェスト大賞授賞式において、丹
波市議会が取り組んでいる「夢を語ろ
う 未来へつなごう 丹波市議会☆ミライ
プロジェクト」が議会改革部門の最優
秀賞を受賞しました。
　ミライプロジェクトを 1 回限りでの
開催ではなく、継続性を意識し、政策
への反映も図ろうとしている点が評価
されました。

　マニフェスト大賞は、地域の民主主
義向上に資する優れた取組を募集し、
表彰するものです。地方自治体の議会、
首長、市民等のさらなる意欲の向上と、
優れた取組が競いあうようにまちづく
りを進める「善政競争」の輪を拡げる
ことを目的に開催されています。

３ 月定例会の日程

＊ 上記の日程は変更になる場合があります。

　 最新の情報はホームページなどでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21

本会議
議案提案
13：00 ～

22

23 24 25 26 27
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 ～

28
総務文教
常任委員会
９：30 ～

3/1

２ ３
民生産建
常任委員会
９：30 ～

４
予算決算
常任委員会
９：30 ～

５
常任委員会
予備日

６
本会議
議案採決

（当初予算
以外）
９：30 ～

７ ８

９ 10
本会議
一般質問

（代表）
９：00 ～

11 12
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

13
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

14
予算決算
常任委員会
９：30 ～

15

16 17
予算決算
常任委員会
９：30 ～

18
予算決算
常任委員会
９：30 ～

19
予算決算
常任委員会
９：30 ～

20 21
予算決算
常任委員会
予備日 PM

22

23 24
予算決算
常任委員会
９：30 ～

25
予算決算
常任委員会
９：30 ～

26 27
本会議
議案採決

（当初予算）
９：30 ～

28 29

マニフェスト大賞授賞式に参加した

山名隆衛議員（当時）と北川正恭審

査委員長（左）、曽根泰教審査委員（右）

パソコン・スマホ
 本会議や委員会の視聴は

パソコン・スマホ  が便利♪

動画配信

　市議会では、本会議や委

員会の様子をインターネッ

トで動画配信しています。

　録画映像も公開しており

ますので、見逃した方もパ

ソコン・スマートフォンで

ご覧になれます。

（録画映像は会議終了後、

 １週間程度で公開）

第19回マニフェスト大賞（議会改革部門）第19回マニフェスト大賞（議会改革部門）
最優秀賞を受賞しました最優秀賞を受賞しました

２月 25 日 （火）

午後８時30分～

※ 再放送は

３月１日 （土）

午後３時30分～

放送日

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！
   議会をもっと身近に

丹波市議会・丹波篠山市議会
議員合同研修会を開催

【日時】令和７年１月 28 日（火）

【講師】一般社団法人  日本経営協会
　　　  宮脇　俊夫  氏
　　　  （元  明石市副市長）

【講義内容】
  「議員のコンプライアンス」
　～ 事例で考察する不祥事防止 ～

　行政を監視する役割をもつ議会自体
に不祥事があれば、市民の拠り所であ
る議会の意義さえも危ぶまれます。
　研修では、事例をもとにコンプライ
アンス向上の重要性の講義を受け、ワー
ク シ ー ト を 使 っ て 疑 わ し い 言 動 の
チェックもおこないました。
　「市民のために」を実現するため、信
頼される議会に進んでいく大切な研修
となりました。

議員も日々、学んでいます。

議 員 研 修

　議会改革部門 最優秀賞の受賞にあた
りまして、参加いただきました各学校
の先生方、高校生、大学生の皆さまの
ご支援、ご協力に感謝申しあげます。
　今後とも、若者の意見を積極的に聴
き、議会活動に活かしてまいります。
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みんなの
意見を

たんばりんぐに

３月 次は３月定例会！

令和７年度の１年間、

どのようにお金を使う

のかが決まります。

とても大事な議会です。

ぜひご注目を。

６月12月

９月

下記の方法で意見の投稿を受け付けています。

　１．フォームで回答

　２．ＦＡＸ

　３．郵送

［ 

表
紙
の
絵 

］

作　

成　
　

 

広
報
広
聴
委
員
会

［ 

発
行
責
任
者 

］

議　

長　
　
　
　

谷
水　

雄
一

［ 

広
報
広
聴
委
員
会 

］

委  

員  

長　
　
　

家
田　

優
樹

副
委
員
長　
　
　

高
橋　

ま
み

委　
　

員　
　
　

十
倉　
　

浩

委　
　

員　
　
　

酒
井　

浩
二

委　
　

員　
　
　

吉
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丹波市に

○○○があったら

いいな！

もっとこんな

支援がほしい

こんな丹波市に

なってほしい

こんな仕組みを

作ってほしい
丹波市の○○を

期待します！

○○○に

力を入れてほしい

①～③の事項をご記入ください。

① 氏名

② 連絡先電話番号 または メールアドレス

③ 市や議会に対する思い・意見

※ 投稿内容を正確に把握するため、

　 問い合わせをさせていただく場合が

　 あります。

※ 投稿内容は議会だよりに掲載される

　 ことがあります。掲載にあたり、

　 編集を行う場合がありますので

   ご了承ください。

【ＦＡＸ番号】０７９５－８２－１５２３

【郵  送  先】〒６６９－３６９２

 丹波市氷上町成松字甲賀１番地　丹波市議会事務局 宛


